
２０１２年度 

ＫＭＪフィールドワーク 

（通算１０回目） 

～飛鳥へ続く道 竹内街道を行く～ 

 ２０１２年度のＫＭＪフィールドワークは古代より飛鳥から海の玄関口であった難波津へ

通ずる国道であった竹内街道とその周辺に散らばる古代朝鮮にまつわる史跡をめぐりたいと

思います。そこにはあまり知られていない驚きの史跡があります。 

なお、年間予定で１０／２０の東京でのフィールドワークも合同で行います。多くの皆さま

のご参加をお待ちしております。 

日 時 ２０１２年１０月１３日（土） 午前１０時～午後４時 

ナビゲーター 呉 時 宗さん（ＫＭＪ副理事長） 

【行 程と内 容】 
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南海高野線「堺東駅」西口改札口集合 

ＫＭＪが用意する車に乗車 

仁徳天皇陵と資料館見学  

 日本最大の前方後円墳、仁徳天皇陵として宮内庁が管理している。前方部を南に向けた墳丘は

全長約486m、後円部径約249m、高さ約35.8m、前方部幅約307m、高さ約33.9mの規模で3段に

築成されている。葺石と埴輪があり埴輪には人物)や水鳥、馬、犬、家などが出土している。 

出 発 

竹内街道 

 竹内街道は日本書紀の推古天皇21年（613年）の条に「難波（大阪）より京（飛鳥）に至る大

道（おおじ）を置く」と記されていた、日本最古の「官道」とされる。この道は、古市古墳群

と百舌古墳群のほぼ中央部を走る東西道路であり、2つの古墳群を繋ぐ道路であったとも考え

られる。 

二上山「万葉の森」 昼食 若干の登山になります。 

鹿谷寺跡（ろくたんじあと） 

奈良時代に二上山山麓に造られた。凝灰岩の岩盤を彫り込んでつくられた石窟寺

院。日本ではここ以外にはみられない。寺跡の中心部に十三重の石塔、岩窟に彫

り込まれた線刻の三尊仏坐像が遺されている。  

岩屋 

 奈良時代に造られた大小２基の石窟からなる石窟寺院。文献での記録がなくどの

ような氏族が造営にかかわったのか不明だが、渡来系百済人と考えるのが妥当。 
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16:00 

16:40 

石切場跡 

古墳時代終末期に高松塚を始めとする飛鳥の殆どの古墳の石棺や、川原寺、薬師寺、法隆寺な

どの基壇に用いられ、遠くは京都平安京の造営にも使用された。 

叡福寺（えいふくじ） 

 聖徳太子の墓がある。推古天皇によって太子の墓を守護するために建立された。

奈良時代に聖武天皇が大伽藍を整備したと伝えられ太子信仰の霊場として発展。 

近つ飛鳥風土記の丘（近つ飛鳥博物館・古墳群） 

「近つ飛鳥」という地名は、712年口述筆記された「古事記」に記載があります。履中天皇の

同母弟（後の反正天皇）が、難波から大和の石上神宮に参向する途中で二泊し、その地を名

付けるに、近い方を「近つ飛鳥」、遠い方を「遠つ飛鳥」と名付けた。「近つ飛鳥」は今の大

阪府羽曳野市飛鳥を中心とした地域をさし、「遠つ飛鳥」は奈良県高市郡明日香村飛鳥を中心

とした地域をさします。この「近つ飛鳥」の地は、難波の津と大和飛鳥を結ぶ古代の官道－

竹内街道の沿線にあたり、周辺には大陸系の遺物を出土する6世紀中葉以降の群集墳が広がっ

ている。また、南部の磯長谷には、敏達・用明・聖徳太子・推古・孝徳の各陵墓指定地など

飛鳥時代の大古墳が集まっていて、俗に王陵の谷とも呼ばれている。なお、平安時代に編纂

された「新撰姓氏録」によると、当地周辺には百済系（飛鳥戸造、上曰佐）、新羅系（竹原連

）、中国系（下曰佐、田辺史、山代忌寸）の渡来系氏族が居住していたという記載もあり、「

近つ飛鳥」の地域は、国際色豊な地域であったことを今に伝えている。 

終 了 

南海高野線「初芝」駅まで移動・解散。希望者で懇親会を実施します。 

 

参加費  無 料（ＫＭＪの会員様以外は１０００円です） 

     ＊資料館・博物館の入館料、交通費、食費は各自でお願いします。 

募集人員 ２０名 

申し込み 別紙、申込用紙にて郵送もしくはＦＡＸにてお申し込みください。 

締め切り １０月５日（金） 

注意点 二上山に登ります。往復１時間程度です。運動靴や動きやすい服装  

でお願いします。また時間によっては訪問予定地を変更することがあり

ますのでご了承下さい。 

 

終了後に「初芝」駅周辺で懇親会を開催します。参加される方はお申し込み下さ

い。 

     

主催・連絡先 社団法人 大阪国際理解教育研究センター（ＫＭＪ） 

         〒544-0033 大阪府大阪市生野区中川西 3-10-18  

              TEL06-6717-2701 FAX06-6717-2702  

       e-mail：kmj@star.odn.ne.jp  URL：http://www3.to/kmj1 

       担 当：高敬一（緊急連絡先０９０－９７１７－１１５９） 



第 10 回ＫＭＪ会員フィールドワーク 

申 込 用 紙 

（10/13） 

（ＦＡＸ０６－６７１７－２７０２） 

 

申込日  ２０１２年  月  日 

 

 

参加者氏名 

 

連絡先住所 〒 

 

電話番号                   ＦＡＸ番号 

 

団体名（会社名） 

 

 

＊複数参加される場合は下記の欄をご活用ください。 

 

フリガナ 

名  前 

 

フリガナ 

名  前 

 

フリガナ 

名  前 

 

フリガナ 

名  前 

 

 

 

＊終了後の懇親会について 

 

□ 参加します 


